内容
問題2:コンプライアンス機能が設定されると、Cisco XCP Message Archiverが起動しない
問題3:パーシステントチャット機能が設定されると、Cisco Text Conference Managerサービスが起動しない
IM and Presenceサービスの外部データベース接続ステータスの確認
概要
このドキュメントでは、Cisco Unified Communications Manager(CUCM)でOracle Database for IM and Presence Serviceに接続する際に発生する可能性のある問題をトラブルシューティングする方法について説明します。
前提条件
要件
Cisco Unified Communications ManagerのIM and Presenceサービスのデータベース設定に関する知識があることが推奨されます。
使用するコンポーネント
このドキュメントの情報は、Cisco Unified Communications ManagerでのIM and Presenceサービスのデータベース設定に基づいています。
このドキュメントの情報は、特定のラボ環境にあるデバイスに基づいて作成されました。このドキュメントで使用するすべてのデバイスは、初期(デフォルト)設定の状態から起動しています。対象のネットワークが実稼働中である場合には、どのようなコマンドについても、その潜在的な影響について確実に理解しておく必要があります。
問題1.外部Oracleデータベースへの接続を確立できない
解決方法
Oracleデータベースの接続に関する問題が発生した場合は、まず次の手順を実行したことを確認します。
ヒント:詳細は、Oracle Installation and Setupを参照してください。
SELECT DEFAULT_TABLESPACE FROM DBA_USERS WHERE USERNAME = 'lower_case_username';
注:このコマンドを成功させるには、ユーザ名を小文字で定義した場合でも、ユーザ名は大文字で、一重引用符(文字列リテラル)で指定する必要があります。
注:Internet Control Message Protocol(ICMP)/pingが通過しても、データベース接続を確立するには異なるポートが使用されます。
ORACLE_HOME=/usr/lib/oracle/client_1/ export PATH="$ORACLE_HOME/bin:$PATH"
export LD_LIBRARY_PATH="$ORACLE_HOME/lib:$LD_LIBRARY_PATH" sqlplus
username/password@dsn
The data source name (dsn) value can be obtained from the
$ORACLE_HOME/network/admin/tnsnames.ora file
注意:IM and PresenceサービスがIPv6を使用して外部データベースサーバに接続する場合は、エンタープライズパラメータがIPv6用に設定され、Eth0が展開内の各ノードでIPv6用に設定されていることを確認します。そうでない場合、外部データベースサーバへの接続は失敗します。メッセージアーカイバとCisco XCP Text Conference Managerが外部データベースに接続できず、失敗します。IM and PresenceサービスでIPv6を設定する方法については、『Cisco Unified Communications ManagerでのIM and Presenceサービスの設定と管理』を参照してください。
注:Extensible Messaging and Presence Protocol(XMPP)仕様に準拠し、IM and Presence ServiceノードはUTF8文字エンコードを使用します。これにより、ノードは複数の言語を同時に使用して動作し、クライアントインターフェイスで特殊な言語文字を正しく表示できます。ノードでOracleを使用する場合は、UTF8をサポートするように構成する必要があります。
注:データベース・タイプとして「Oracle」を選択すると、「SSLを有効」チェック・ボックスがアクティブになります。[Enable SSL]チェックボックスまたは結果の[Certificate]ドロップダウンフィールドが変更されると、外部データベースに割り当てられた対応するサービスを再起動する通知が送信されます。Cisco XCP Message ArchiverまたはCisco XCP Text Conference Managerに関するメッセージが生成されます。SSLを有効にする必要がある証明書は、cup-xmpp-trustストアにアップロードする必要があります。証明書がIM and Presenceサービスクラスタのすべてのノードに伝搬されるまで15分待つ必要があります。待機しない場合、証明書が伝播されていないノードのSSL接続が失敗します。証明書が見つからない場合、またはcup-xmpp-trustストアから削除された場合は、Cisco Unified Communications Manager Real Time Monitoring Tool(RTMT)でアラームが発生します。
問題2:コンプライアンス機能が設定されると、Cisco XCP Message Archiverが起動しない
解決方法
「システム構成トラブルシュータ」ウィンドウに外部データベース接続のステータスが「正常」と表示されている場合でも、ノードから外部データベースの割り当てを解除して、再度割り当てます。
問題3:パーシステントチャット機能が設定されると、Cisco Text Conference Managerサービスが起動しない
解決方法
「システム構成トラブルシュータ」ウィンドウに外部データベース接続のステータスが「OK」と表示されている場合でも、ノードから外部データベースの割り当てを解除して、再度割り当てます。
IM and Presenceサービスの外部データベース接続ステータスの確認
IM and Presenceサービスは、外部データベースに次のステータス情報を提供します。
注:IM and Presenceサービスは、外部データベースへのODBC接続が失われるとアラームを生成します。
手順